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【工事・業務概要】
本工事は浦山地区(浦山新地先を含む)、中ノ口地区にて施工を行う

「点在型」工事である。浦山地区では、河川内を掘削し仮締切を設けて
法覆護岸工、根固め工を設置する。また、掘削土・仮置き土を黒部川右
岸10.4ｋ付近(浦山新地先)の高水敷へ運搬し、整地を行う。中ノ口地区
では、浦山地区で施工する根固め工に用いるブロックの製作を行う。

河川土工 掘削(ICT) 25,100m3、埋戻し 20,900m3、盛土 1,400m3
整地 6,500m3、法面整形(ICT) 1,930m2、残土処理工 1式

法覆護岸工 縦工(据付) 374個、根固め工(製作・据付) 64個
天端保護工・羽口工(繊維製かごﾏｯﾄ製作・据付) 1,220m2

仮設工 工事用道路工 1式、土留・仮締切工 1式、水替工 1式

●有効性
ＩＣＴ起工測量は、測量対象面積が広いためドローンでの測量は有効的である。現場作業では、掘削および法面整形において設計デー

タを作成することで丁張設置作業が不要となり、現場作業の削減が図られた。また、オペレーターはモニターで設計ラインの確認が可能
となり出来形の向上が図られるとともに、手戻り・手直し作業がなくなった。
●先進性
起工測量の３次元測量データを基に数量算出（樹木伐採面積・掘削及び埋戻し土量・整地土量）を机上で行うことで、施工管理者の負

担軽減に繋がった。また、縦工・根固めブロック据付用に３次元データを作成し、丁張設置や出来形管理に活用した。丁張は任意の位置
でも迅速かつ高精度で設置することができ、施工中、出来形をワンマンで随時確認することが可能になった。
●波及性
建設業界の最大の問題である『担い手不足』の観点から、高校生への現場見学会を実施し、建設業のアピールを行った。また、生産性

向上や週休２日など働き方改革を進めていくにあたり、自社職員のＩＣＴスキル向上を目的とした講習会を実施した。

令和7年度 ICT活用工事報告会

掘削完了 ブロック据付完了

ＣＩＭによる完成イメージ
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先進性

波及性

伐採面積算出

除根面積算出

河床進入路掘削土量算出

仮締切盛土土量算出

埋戻し土量算出

整地土量算出

測量用面データ作成

丁張設置

高校生への現場見学会 ＩＣＴスキルアップ講習会
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